
商取引ルールの動的制約表現とデータベース化手法
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本稿では電子商取引におけるルール付商品、つまり商品ごとに多種多様な形式のルールが付され、
その適用によって価格などの商品特性が変化するような性質を持つ商品のルール処理に関して、これ
を人手ではなく、機械的に処理する際に要求される性質について検討を行う。そしてそれに基づいて
これらの取引ルールについてモデル化を行う。またルール付商品の具体例として電子商取引として実
際に旅行代理店サイトで販売されている航空券データを収集し、そこに現れるルールについて整理を
行う。そしてこの航空券の例を機械的処理が可能な表現としての動的制約による表現に変換し、続け
て動的制約データベースによるルール処理計算の例を示す。
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�� は じ め に

電子商取引の普及に伴い、従来は人手で行われてい

た分野の商取引活動に対しても計算機による支援が求

められるようになってきている。

我々はその中でもビジネスルールの自動処理に着目

し、ルール付商品、つまり商品ごとに多種多様な形式

のルールが付され、その適用によって価格などの商品

特性が変化するという特徴を持つ商品の電子商取引に

対して、そのルール処理の支援を行う仕組みを研究し

てきた����������。

このように単に価格のみによらずに商品の価値や特

性が決まる場合、そのルールは主に自然言語で記述さ

れ、人が読むことによって処理がなされてきた。これ

ら複雑な売買条件やルールを計算機によって知的に扱

えるようにすることは有益である。

実際に電子商取引市場で扱われている商品の中で、

このような特徴を持つルール付商品の具体例として
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は、航空券やホテル、レンタカー、旅行パックや ��

の ���販売などが挙げられる。また、これらは企業

対消費者間の電子商取引 ���� ���	

����である

が、企業対企業間の商取引 ���� ���	

����で扱

われる商品にも例が多い。

本稿ではルール付商品の例として航空券販売を取

りあげ、実際に扱われているデータを収集した。この

データを元に議論を進める。まず、収集したデータな

らびに、ルール付商品とそのルール一般についてのの

性質を述べ、その機械的処理のために必要とされる事

柄について要求分析を行い、ルールのモデル化を行う。

その機械的処理の基盤である動的制約データベースモ

デルについて概説し、収集した航空券データのルール

を動的制約表現への変換するためのスキーマを定義す

る。そして変換を行った例とそのルール処理の計算に

ついて例を示す。このルールのモデル化とスキーマ定

義が文献������ からの進展である。

�� ルール付商品の電子商取引

��� ルール付商品

追加サービスや商品の一部分の変更といった付加的

研究会Temp 
社団法人 情報処理学会　研究報告IPSJ SIG Technical Report

研究会Temp 
2003－DBS－131　　(79)

研究会Temp 
2003／7／18

研究会Temp 
－63－



なオプションや、有効期限や納期、購入資格など商取

引にあたっての売買条件、パーツ部品を組み上げて一

つの商品を構成ような場合の各部品同士の組み合わせ

に対する制約条件、あるいは後述するインセンティブ

など、売買に際して何かしらのルールが付されている

商品を総称し、ここではルール付商品と呼ぶ。

このような商品の例としては、パック旅行のプラン、

航空券、レンタカー、ホテル予約、��、自動車、不動

産、保険、ソフトウェアシステム、家具など、様々な

例がある。これまでは、これらの売買には旅行関連商

品なら旅行代理店、自動車ならカーディーラーといっ

たように専門知識を持つ販売仲介者などが介在し、そ

の知識によって付されたルールを理解し、顧客のため

に最適な商品を選び提案・推薦する形式の販売方法が

多くとられてきた。このように従来は人手による処理

が多かった部分であるが、電子商取引の拡大に伴い、

ますます計算機による支援が重要視されてきている。

従来の電子商取引サイトではルールは自然言語で記

述されるか、あるいはそれらのうち一部の代表的な

物に関してのみ関係データベース ����� ������	���

���������の属性値などとして表現されるかのどちら

かであった。

��� インセンティブ

インセンティブの本来の意味は報奨金という意味で

ある。ここでは商品をすべて売り切り、全体での利益

率を向上させるために、売り手が設定する様々な優遇

条件を指してこう呼ぶ���。たとえば、買い手の購入し

た品物が変更やキャンセルされることにより売れ残り

が生じるのを防ぐために、変更やキャンセルを禁止し

たり高い手数料を設定する見返りに、価格を低くする

などのインセンティブを設定して買い手を誘導すると

いった例がある。同一内容の商品でも、多種のインセ

ンティブが設定されると、その組合わせにより複雑な

価格構成が生じうる。

インセンティブは売り手側の都合であり、買い手側

の都合とは必ずしも一致しない。 買い手側は、本来

の商品内容に加えて、これらのインセンティブを組合

せて適用することで有利な価格を得ることができる。

またインセンティブの設定方法は、一般に売り手ごと

に異なるため、買い手側は慎重にインセンティブを比

べなければならない。どのように適用することが最適

であるかは必ずしも自明ではない。

��� ルール処理の目的

ルール付商品に対しての選択支援などの計算機知的

な処理を行うことが本稿の目的である。ルール処理と

は具体的には次のような処理を指す。

� 売り手側の提示するルールを買い手側の提示する

希望条件が、あるいはその逆が、互いを満たすか

どうか、あるいは満たすものはどれであるかを調

べる充足性の判定と条件の照合操作。

� どのような商品やルールがあるかの提示、つまり

ルール付商品やルールの視覚化。

� どのルールが適用可能であるかの判断、あるいは

どれを適用するべきかを求める選択支援。

� ルールを適用するとどうなるかの演繹・推論的

計算。

本稿ではこのような計算処理を行うためのルールの

モデル化が目的である。

�� 航空券販売

本稿での事例として取りあげる航空券販売の電子商

取引について概説を行う。

��� 現 況

現在、国内でも旅行代理店・航空会社などが運営す

るサイトで電子商取引として航空券が販売されている。

その取引形態は様々であり、���サイトのみで商品選

択と購入が可能なカタログ販売型と���上には簡

潔な情報のみを置き、詳細については電子メールなど

によって顧客と旅行代理店間で交渉を行う相対取引型

が一般的である。その他にも複数の旅行代理店への一

括見積依頼サービスや登録された旅行代理店サイト間

での価格比較サービス、航空会社による直販サービス

など様々な形式で販売が行われている。

ここで取り扱われている航空券は一般に格安航空

券と呼ばれるものであり、正規料金の航空券に比べて

様々な制限が付くことで、料金が下がっているものが

ほとんどである。また国内では商慣習として、航空会

社が直接販売する場合よりも、旅行代理店がまとめて

買い込んだ後に一般客に小売りする場合が主流であり、

この場合は特にルールにばらつきが見られる。

��� 電子化と標準化

標準化の取り組みとしては、���の流れを汲む業者

間での旅行データメッセージ交換のための���フォー

マットとして、日本旅行業協会などによる���������

や ���� ������  ������による �� !���"���	�

などが策定中である。これらについては #$�節で後述

する。

��� 航空券のルール

航空券に付されたルールの例としてはたとえば次の

ようなものがある。

行き先： 旅行先の方面により傾向は異なるが、たと

えば欧州などでは数十の訪問可能都市の中から定
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められた訪問可能都市数の範囲内で、一つ以上の

訪問都市を選択できるようになっている場合が多

い。複数選んだ場合、周遊を行うことになるが、

多くの場合、ストップオーバーやオープンジョー

と呼ばれる制度を使うことになる。選択した都市

により追加料金が生じたり、訪問可能都市数が変

動することがある。また、このような周遊便・経由

便の場合、すべての便で同じ航空会社を利用しな

ければならない、などの制約が生じる場合が多い。

また、日本で売られている国外便ではオプション

として国外便の出発空港までの国内便を利用でき

る商品もある。

日程： 出発の日程により同一商品であっても大きく

価格が変動する。多くのサイトでカレンダーを用

いて出発日と基本料金の対応を利用者に提示する

手法などが用いられている。しかし、この変動を

考慮して一覧のソートなどを行うのは難しく、多

くのサイトでは最安値をソート時の基本料金とし

ていることが多い。また、日によって便が無いと

いう場合もある。

復路： 往復航空券の場合、商品により、復路の日程

をあらかじめ決めなければいけない場合（%��）

と決めなくてもよい場合（���&）がある。また、

いずれの場合も復路便について、「一ヶ月以内」と

いうように現地着からの有効期限が定められてい

る場合がほとんどである。現地発が週末などの場

合、追加料金が必要となる場合が多い。

変更・取消： 変更、取り消しの可否やそれに関わる

手数料などは通知日や航空券代に連動して異なる。

そのルールは航空会社ごと、あるいは旅行代理店

ごとで各々定めている場合がほとんどであるが、

商品によっては独自のルールを持つ物もある。

購入資格の制限： 女性限定、高齢者限定、学生限定

の割引航空券など、購入するにあたり、一定の資

格を要求するものがある。旅行代理店が独自に企

画したものに多いが、最近では正規の割引航空券

にも様々なものが登場している。

数量・販売期間の限定： 「先着十名限り」や「早期

購入割引」など、数量や販売期間に制限のある商

品がある。従って空席情報データベースと連動し

た商品の在庫管理などは重要であるが、在庫問い

合わせの通信コストの問題などから、実装への組

み込まれ方はまちまちである。

以上のような、行き先や出発日に伴う料金変化ルー

ルや、学割など一部の顧客のみ適用できるルールな

ど、販売者から提示されるルールをうまく組み合わせ

て利用することで、買い手に適した条件を得ることが

出来るが、どのようにすればよいかは必ずしも自明で

はない。

実際の販売では各種条件や商品について熟知した旅

行代理店が顧客のために適したものを探しだし推薦

することが多い。これは前述のように多くのルール

付商品での一般的な取引形態でもある。前述の �� 

!���"���	�でもルールは、段落単位で他から参照可

能な ��が振られるなど、���のマークアップによっ

てある程度の構造化がなされているものの、基本的に

は自然言語テキストで書かれた物を人手で読み、処理

を行うという方針がとられている。

�� 商品ルールのモデル化

この節では航空券に限らない一般の商品ルールにつ

いて機械的処理を念頭においたモデル化を行う。

��� 要 求 分 析

ルールの表現手法に関して望ましい性質を挙げて

いく。

� �� !���"���	�などでもそうであったが、条

項や段落など、ある程度意味を持つ単位で、操作

や参照が可能でなければならない。これはルール

のモジュール化と呼ばれる概念である。

� 機械的処理のためにどのような表現方法をとるに

あたっても元の自然言語での表現が分かるように

なっている方が望ましい。

� 商品のどの特性に影響を与えうるルールであるか

といった情報もある方が望ましい。

� そのルールが適用できるかどうか、現時点で適用

しているかなどの状態を把握する必要がある。そ

のためのフラグを用意するなどの手法がある。

� 実際には自然言語で記述されているルールが表

す意味内容全てが機械的処理可能な形式に変換で

きるとは限らない。従って、そのような形式に変

換済みのルールか、未変換のルールか、変換が困

難・不可能であるかを判断するための情報が必要

である。これもフラグなどで表現できる。また、

このような前提の元で、機械的処理が可能な形式

になっていない、自然言語による表現しか持たな

いルールが混在していても、稼働するようなルー

ル処理の仕組みが求められる。

��� 分 類

商品ルールの一般的性質について、次のように分類

を行った。ただし、これはこの分類に限るものではな

く、必要に応じて追加されうる。また、一つのルール

が複数の分類の性質を同時に満たしている場合もあ
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る。分類の目的は、どのような性質を持つルールであ

るかを判断することによって扱い方を一般化すること

にある。

選択肢ルール 選択肢を提示するルールである。選択

の自由を与え、同時にその選択肢を限定する。�

個の選択肢から �個 �� � ��を選ぶ場合で一般

化できるが、その選択の順番が意味を持つ場合、

同一のものを複数選択できる場合などを考慮しな

ければならない。また、� ' (の場合は特殊な

場合であるが、多くある例でもあり、また� � (

の場合に比べて扱いも容易であるので、別に考え

る方がよい。

組み合わせルール とりうる値の組み合わせの制限で

ある。たとえば、航空券の場合に特定の出発日

を選ぶと追加料金が発生したり、目的地の選択に

よって復路の有効期限が変化するなど、一つの属

性値の選択により連動して他の属性値が変化する

場合のような複数の商品特性間の組み合わせへの

制約などがこれに当たる。商品特性に変化を与え

るルールでの場合、変化後の値が示される場合と、

増減の量や割合など変化分が示される場合の二種

類がある。

割引ルール・追加料金ルール 価格を下げるルールと

上げるルールである。組み合わせルールの特殊な

例であるが、価格に影響を与えるルールは特に多

いので分けて考える。適用することで基本料金か

らの変化分が四則演算などにより増減される。

資格ルール 学生割引など購入者が満たすべき資格制

限である。適用できるかどうかが自明ではなく、

購入者の申告などにより、資格を満たしているか

どうか検証する必要がある。

罰則ルール 商品の契約内容を買い手が変更する場合

に適用される違約金に関するルールである。ホテ

ルやレンタカー、航空便のキャンセル手数料や予

約変更手数料がこれに相当する。価格は低いが違

約金は高い商品や、逆に価格は高いが違約金は低

い商品が存在し、変更に対する柔軟性という付加

価値の観点から違約金ルールについても比較する

必要がある。 　

優先度ルール 複数のルール間での適用の優先度や排

他性などを決定するルールである。たとえば割引

などに関して適用可能なルールが複数存在する場

合でも、実際に適用できるのはそのうちの一つで

あるといった制限が存在する。

��� 本稿でのモデル化手法

上記のような表現手法の要求分析とルール性質の分

類を踏まえ、本稿では )節で航空券販売に現れる商品

ルールのモデル化を、*節で概説する動的制約データ

ベースに基づく制約による表現を用いて行う。

�� 動的制約データベース

我々の研究室で開発している動的制約データベース

������ �+��
� �	�������� ����������������は電

子商取引において商品ごとに異なる論理的条件を持つ

ような問題を扱うために開発されたデータベースモデ

ルである。

制約データベース�������とは、変数とそれに与えら

れた制約条件によってデータを保持するデータベース

であり、制約を充足する変数のインスタンスすべてが

制約データベースの蓄える具体的な値と見なされる。

そして、動的制約データベースとは変数のスキーマ定

義を必要としないように制約データベースを拡張した

ものである。

従来の ���による電子商取引サイトでは、複雑な

条件はプログラムとして表現され、あらかじめ規定し

た方法でのみしか条件の指定ができなかった。����

ではこのような外部プログラムで表現されていたよう

な複雑なロジックをプログラムから分離し、タプルが

持つデータの一部 �制約データベースの術語では ,制

約-� として表現することができる。

そしてこれにより、多様な売買条件やルールを、商

品ごとに柔軟に設定することができ、また質問言語で

ある動的制約代数を用いて、照合操作や充足性の判定

など制約による柔軟な検索や演算を行うことが可能と

なる。

現在の実装では制約として和積形の等号論理式を用

いることができる。

�� 制約への変換

この節では航空券データの制約表現への変換につい

て述べる。

��� 対象データ

旅行代理店による航空券販売サイト☆から三ヶ月分

�...件、計 )...ページ相当の航空券データを収集済

みである。データは以下のように項目分けがなされ、

日本語で記述されている。

� ( � 商品コード（商品ごとに一意である。）

� � � タイプ（商品名）

� / � 利用航空会社

� 0 � 出発地

☆ アルキカタ・ドット・コム �������������	�������������
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� * � 訪問可能都市

� ) � 訪問可能都市数（１～数都市）

� # � 有効期限（片道か往復かどうかや、復路分の有

効期限、変更の可否、日程による追加料金など

の条件が記述される。）

� 1 � 座席クラス（エコノミー、ビジネスなど。）

� 2 � 追加料金（様々な追加料金の条件）

� (. � 料金アップ都市（目的地と追加料金の条件）

� (( � オープンジョー（往路の到着地と復路の出発地

が異なっても良いかどうか。目的地などによる

条件で追加料金に影響がある。）

� (� � ストップオーバー（経由便のように、途中降機

が可能かどうか。回数や場所による条件で追加

料金が発生しうる。）

� (/ � 国内線

� (0 � リコンファーム

� (* � コメント（上記の項目に入らないような雑多な

ルールが記述される。）

� () � 出発日とベース料金の対応カレンダー

� (# � キャンセル等の規約（全商品に共通）

0$�節での分類に当てはめると、たとえば訪問可能

都市と訪問可能都市数とで選択肢ルールが、追加料金

と料金アップ都市などの項目により追加料金ルールが

定義される。

��� スキーマ定義

機械的処理のための変換後の動的制約データベース

でのスキーマを定義する。

スキーマの記述については文献��に倣い、3��� � � � ��4�各

���� ' ( � � � ��は互いに異なる属性名�と記述する。

自然言語商品情報テーブル

商品情報を格納する。各々の属性は前節で述べた元

データでの項目に分けられた商品特性 ��(�商品コード

から �(*�コメントまで�に対応し、そのテキストデー

タをそのまま格納している（従ってスキーマ定義は重

複するので省略する）各商品ごとに一意の商品 ��が

振られており、これをキーとして、商品の詳細情報や

ルールの、自然言語による記述を得ることができる。

制約形式商品情報テーブル

スキーマは機械的ルール処理の対象とする商品特性

として日程と、目的地による料金の変化などを求める

ことを念頭においてあるため、3商品 ��5 料金5 訪問都

市5 出発日4としている。他の特性にも対応する予定で

ある。データであるタプルの各属性には変数が入り、

更にそのとりうる値について制約式が付く。

ベース料金テーブル

3商品 ��5 日付5 ベース料金4である。商品ごとに出

発日とベース料金との関連データを保持する。

ルール条項テーブル

ルールを元テキストでの改行文字などを手がかりに

段落単位で区切り、格納する。この区切りが意味単位

のまとまりとして適切ではあるとは限らない。その場

合は適宜手作業による修正が必要となる。スキーマは

3ルール ��5 商品 ��5 元テキストでの項目名5 段落番

号5 自然言語ルールテキスト5 影響を及ぼす項目のリ

スト5 適用可能性フラグ5 適用フラグ5 制約表現への変

換済みフラグ 5 料金変化4としている。実際の機械的処

理可能なルール内容はタプルに付く制約式として表現

される。

商品 �� から段落番号までの / 属性は元テキスト

（自然言語商品情報）でのルール記述の位置を特定す

るために用いる。三種類のフラグ属性には値としてフ

ラグ変数が入る。適用可能性フラグは資格ルールなど

の場合に適用できるルールであるかどうかを検証する

ために、また、適用フラグは適用されたルールを把握

するための処理を行うために存在する。制約表現への

変換済みフラグは制約に変換したルールと変換してい

ないルール、そして変換できないルールが混在してい

ても扱えるようにするために存在する。料金変化値は

割引ルール、追加料金ルールに対しての増減分の計算

を行うために存在する。

変数管理テーブル

スキーマは 3変数名5 型5 関連づけられた項目4であ

る。内部的に変数の管理を行うために存在する。

その他、内部処理などのために用いられる補助的な

テーブルがいくつか存在する。

��� 各種ルールの変換手法

0$�節で分類した各種ルールに対してそれぞれ制約

への変換の手法を与える。

����� 選択肢ルールの変換

たとえば、ある商品特性を表す属性 � に対し、値

の選択肢が集合 	 ' �
�� � � � 
��として用意されてい

るとする。

� ' (の場合、等号論理制約の��式 � ' 
��� '


� � � � � � � ' 
� を用いて � の値を表す一つの変数

�と値の集合 	 を結びつけることができる。

� � (の場合、属性 � がとりうる値を表す変数 �

と、属性�の�個の値を表す変数 ��� � � � � ��を用い

て、二段階の ��式 �� ' ��� � � ��� ' �������� '


�� � � ���� ' 
��� � � ����� ' 
�� � � ���� ' 
���

を用いることでとりうる値と実際にとる �個の値の

集合の両方を表すことが出来る。値の重複の許容や禁

止は各 ���� ' ( � � � ��間の制約により定義できる。
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�� 料金 訪問可能都市 出発日 制約
 �� �� �� �

表 � 制約形式商品情報テーブル ��

����� 組み合わせルールの変換

商品特性（属性）間の値の組み合わせに関しては

 &�式で表現することができる。変化後の値が与え

られている変化ルールの場合は値の変化については、

その変化する特性を表す属性や変数への値の制約で変

化を表現することができる。変化が変化分で与えられ

ている場合はルール条項テーブルで料金変化の属性を

与えたように、別の方法をとらなければならない。

��� 変 換 処 理

元データの 6���テキストから上記の各種テーブ

ルへのデータへの変換を行っている。6���タグに

よるマークアップの構造を利用したり、タグ内のテキ

スト上に現れるパターンをうまく見つけ出すことに

より、変換作業は効率化される。つまりパターンマッ

チングなどを基本としたスクリプト処理により変換作

業が行える。しかし、公開されているデータの持つ情

報の量や、その書式や、ルール文章に現れるパターン

の画一性や、その逆の表記の揺らぎなどはサイトによ

り程度が異なるため、一つのサイトで通用した変換手

順をそのまま他のサイトにも用いることはできない。

つまりサイトごとにパターンを見つけなければならな

い。サイトによっては、商品の情報が詳細まで公開・

記述されていないというそもそも変換が不可能な場合

や、情報の項目分けなどがされていない、タグ付けに

よる手がかりが得にくい、表記に揺らぎが多い、文章

にパターンが乏しいなど、変換の効率化が困難な表現

やデータの保持をしているところもある。

今回データを収集した航空券販売サイトには、他と

比べて比較的このような作業が行いやすい所を選んだ。

つまり、商品であるチケットの情報は詳細まで公開さ

れており、なおかつテーブルタグによる項目分けがな

され、テキストの表記の揺らぎは比較的少なく、ある

程度パターン化された文章で表記されている。

��� 変 換 例

制約形式商品情報テーブルとルール条項テーブル

の一部を表 ( と表 � に示す。記号 � は恒真を表す。

また、� ' �
�� � � � � 
�� は � ' 
� � � � � � � ' 
�

の略記である。記号 �は含意の論理演算子であり、

� � � は �� � � と等しく、「 ならば �」の意味

である。そして記号 �は同値の論理演算子であり、

� � � は �� � �� � �� � ��に等しく、さらに

��� � ��� � �� ���と展開できる。

表 �のルールは「行き先はソウル、チェジュ、プサ

ンから一つ選択可能であり、チェジュならば #5...円、

プサンならば *，...円の追加料金が発生する。出発

日が (�7(*～(7*であれば 05...円の追加料金が発生

する。」という内容を表現している。

��� 計 算 例

)$*節での例に沿ってルール処理計算の例を示す。

� ルール条項テーブル �に対して、与えられた属

性の値が同じタプルをまとめ、制約に関してはそ

の論理積を取る動的制約代数の �	�89��演算を

商品 �� 属性に関して施すことにより、�に記述

されているルール条項ごとの制約を商品ごとにま

とめ上げることができる。さらにこれと制約形式

商品情報テーブル � との結合 �商品 ��による等

結合�を取ることで、�にルールによる制約を反

映させることができる。☆ このテーブルを � と

する �表 /�。

� 選択演算により「訪問可能都市の中にソウルかプ

サンが含まれうる」といった条件での絞り込みが

できる。

� たとえばプサンでの絞り込みを行うとテーブル �

においてルール / の適用フラグ �� が真となる。

逆に、このフラグ ��を真にすると、テーブル �

において、ルール /に由来する訪問可能都市 
�

がプサンでなければならないという制約が有効に

なる。

� 出発日によってベース料金テーブルから求まる

ベース価格に、� のルール条項テーブルで適用

フラグが真であるタプルの料金変化の項を足し合

わせると、その場合の価格が求まる。真であるか

どうか、などの判定には恒真かそうでないかどう

かを求める動的制約代数の �		���� 演算を用い

ることができる。

�� 関 連 研 究

��� �	
������

�9����は !�
���� �����の一環としてルールや

論理式を ���タグでマークアップする方法を標準化

するためのプロジェクトである。��
 ������� ���の

!�
���� ���七層モデルでは第四層 ,�9���-に対応

し、一～三層☆☆ で表現された「知識」に対して、論理

による演繹のための記述方法を与える。つまりこれ自

体は幅広い分野で論理式表現を扱えるようにするため

の ���の記法を提供するものであり、その処理系	�

☆ 動的制約代数では結合演算後のタプルの制約は結ばれたタプル
の制約同士の論理積となる。

☆☆ それぞれ !�"� !�"#������� $�����%�

研究会Temp 
－68－



ルール �� 商品 �� 適用可能 適用 料金変化 制約

  � � & �� ' � ソウル�チェジュ�プサン �

(  � �� )*� &&& �� ' チェジュ� �� ' �

+  � �� ),� &&& �� 'プサン � �� ' �

-  � �� )-� &&& �� ' � (� ,� � � � �  �&,� � �� ' �

表 � ルール条項テーブル ��

�� 料金 訪問可能都市 出発日 制約
 �� �� �� � � ��� ' � ソウル�チェジュ�プサン ��

���� ' チェジュ� �� ' ��

���� 'プサン � �� ' ��

���� ' � (� ,� � � � �  �&,� � �� ' ��
表 � �� の商品情報に �� のルール情報を合成したテーブル ��

などとは独立である。電子商取引に関しては文献
�や

��� �	

	� �9���などのプロジェクトからの成果

を取り入れている。

��� �����
��� ���

���������は社団法人日本旅行業協会 �: � �☆と

��� コンソーシアムが共同開発を行っている旅行商

品取引の ���標準である。これは、各旅行会社が個

別に定義している旅行業���を標準化し、旅行業界に

おける企業間電子商取引を促進することが目的である。

在庫照会や予約の通知などの商取引についての標準化

から策定を開始し、以後、ほかの商品やサービスにつ

いても標準化を進める。メッセージのやり取りを電子

化・標準化することが目的であるため、やり取りされ

る情報の構造化までは行っているが、本稿で扱ってい

るようなルール処理などは現時点では対象外である。

また、欧米で個人の個別予約のために進められている

��� による標準化が �� ����� ������  �������

による ,�� !���"���	�- ☆☆ である。国内で独自

の規格を制定することについては、国内では旅行業者

の大量仕入れを前提としたパッケージ旅行7団体旅行

の割合が高いためとしている。ただし、���������

では �� との整合性も念頭において規格化を行ない、

将来的には規格の融合も目指すとしている。

�� 結論と今後の課題

本稿では電子商取引におけるルール付商品のルール

処理に関して、そこで要求される性質について検討を

行い、またルール付商品の例である航空券を取りあげ、

そこに現れるルールについて整理を行った。そしてそ

の考察に基づきこの航空券の例を動的制約データベー

スによる機械的処理が可能な表現形式へと変換するこ

☆ �����������.���#�����	�.��
☆☆ ����������������	������	%����/����

とで、計算機による知的なルール処理の支援が行える

ことを示した。今後の課題としては、ルールとその計

算のモデル化に対してより考察を深めることと、より

多くのデータに対して変換作業を行い、評価実験を行

うことが挙げられる。
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